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仏教が伝播 し、また中国で発達 した律令制を導入 しているところか ら、戦士団的性格が建国後
どのように存続 したかについては疑問が残る。例えば、新羅時代の文化的特色の一例 として、
花郎道 という青年集団が取 り上げられることが多いが、仏教による護国的加護を期待する信仰
や儒教、道教的思想を学びっっ、山野を巡 り、武芸を磨いたとい う青年たちか らは、あまり初
期のような戦士団的性格はうかがえないように思 う。つまり、この半島における国家の交代の


















E.Shultz報 告 に 対 す る コ メ ン ト
統一新羅に代わって935年 に高麗王朝国家が樹立 されたが、この王朝国家も文治主義による
政治支配体制をとり、初期には、極端な王族内の族内婚を行っていたが、985年 に科挙制度が
実施 されるようになったところから、族党を基盤 とする官僚貴族が台頭 し始めると王族以外の
貴族 とも婚姻関係を結ぶようになった。その貴族たちは、王族の外戚 として権勢を誇 り、王権
に制限を加えるほどの勢力に発展 したこともあり、ほかの貴族たちと軋轢も生 じた。いっぽう
で、高麗初期以来文班 と武班 とい う両班体制が確立されて、国王と両班貴族による政治行政体








国王を頂点 とする高麗の従来の統治機構は完全に虚構化 してしまう。 しかし武臣たちは、王朝
制を廃止することはせず、王朝国家を存続させつつすべての官職や政治行政の実権を掌握 して
いたことにこの武臣政権の特徴があると考える。
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